









Th. Storm (1817 88年1の昔、来小説というと. "Ein stiller Musikant"と "Es¥'aγcn 
zwci K凸nigskinder"のこつということになるであろう。 l記者は 1875年、いわば中期の作
品で司後者は 1884年であるから，Wlの晩年の作品群の始めに位するということが出来ょう。
これらの作品をー績に音楽小説と言ってしまうには，多少の異論があるかも知れない。 "Ein
stiller Musikant" (1874-5年)は，彫刻家を主人公とした "Psyche"(1875年ト 画家を
主人公とした，， q̂uissubmcrsus" (1875-6年)と並べて， 初めから音楽家を主人公とする


















































この小;況ま設にも Grillparzerの音楽小説 "Dcrarme Sp凶 lmann"を述惣させる。この
小花の主人公は Wicnの Prater広場の入口に立って Violincを午後一ばい弥いているが.
その泊におかれた惚子にな中々小銃';J:1/1りそうもない。しかし彼:円が暮れかかって，これか




たされたような満足感(dieNota sensiblis stcigt wie cine erfullte Hoffnuug lunauf)，そ
ういったものを彼は一人で愉しんでいるのである。それは近所の人々や訪問者にはわけの分ら
ぬ騒音としか苅こえないであろうが，彼の耳には，否心にはそれこそ Mozartであり， J，S. 



















又ニーチェが "Menschlichcs，Allzumenschlichcs" を匿名で出版しようとして‘ 出版社か
ら指否されるや，文中のもNagn巴rとある個所を全部 Kunst!crとお:き改めたという事実もあ
るのである。しからぽ Stonnにおいて音楽はどのように受け取られていたであろうか。
Storm の音~に虫せする態度は "Ein stil巴rMusiJ王aut" の主人公のような甘い微温的なも
































4皮が "Immensee'fを普いたのは 18-18年，即ち彼の 31才の時である。 このような いわ
ゆる Stimrnungsnovelleは 1856年までで，その後の彼の作品は 10年間の，，1mSch1os"， 
，1n St. ]llrgen"等における人間心理の探求の時期をへて，漸次悲劇的結末をもっ， いわゆる












hohere mythische Wirklichkeit (淀妨にまつわる「白馬の騎士」の伝説) への転[じであり J，
更に「その永遠への転化は (Goetheの Faustにおける如く)務仕的行為によるのではなく
て，自己の犠牲によってえられるものであり，それがさ邑の打破しえない悲劇的法則 である。J






の苛烈な精神にとっては， "Eill stilIer Mllsikant“の甘い諦めのムードでは， 到底満足しう
るものではなくなっていたことは言うまでもない。








はいなかったであろうか。彼は友にこう告内するのである。 .1chdarf das reinc Kind mit 
diesen Handen nicht beruhren. " Stormは苦悩，歓喜，体験，僚笥，絶望といったものの
全世界を唯一つの Symbolの中に圧縮する乎法を好んで用いる。，)mmenseett における魅
感的に美しい，乎のとどかむ水量)!， ，1n St. Jurgen"における燕、 ..Waldwinkcl"の犬 Leo，
"Druben am Markt" における Paulと Virginicの絵，そしてここで Chopinの音楽はそ
のような役割を担つてはいないだろうか。彼は湖畔ーの森で一人死んでゆくときも，黒の正装を
している。それは自分の母校の名を辱かしめたくなかったからである。 この Rahmenerzah-
lungの冒頭で，符しチはこう言うのである。 ..Wcnnman nicht naher zusah， so war 
es auch nur ein Rausch -ein Rauschlein! - Meine nachsten Frcunde vom heiligen 
Konservatorium， wo sind sie? Man soll sich in acht nehmcn; es liegt uns uberall im 
Wege." Stormは自己の宵・春を振り返って，自分自身にそう言いきかせているのではないか。
そこには又その純粋な精神に若い青春を燃焼して死んでいった Lubeck時代の友 Ferdi旦and
R凸seへの回想と数訓があるのかも知れないo ..Ein stiler Musikant" は彼の三番目の男の
子 Karlをモデルにした。彼は Valentin同線頭の弱い子であったから，親の心にはたえず
気にかかっていたようであった。 Karlは Valentin同様ある田舎町の音業教師として比較的
短かい一生を終えた。父 Stormは彼が音楽の精にとりつれるという危倶を感じて， ..Ein 




はあるまいか。それで 10年後に Karlから ..Eswarcn z¥Vci Konigskinder"の話をきい
たと き， JW~にそれをそのまま一つの作品にまとめ上げることが出来たので，それは彼にとっ
てよ，或いは 10年間の不満を一気に晴うすように思えたことであろう。酒の魔カへの恐怖に
ついては，彼は長男 Hansでいやという程苦い体験をなめさせられているのだから， .，John 
Riev"の中で「それ (酒)は神様がわしら水夫に Labsalとしておさずけ下さったものだJ
というのに対して， Annaにこ う答えさせることも出来たわけである。 rーー・でも設も飲んで
いいものではあ りません。それは私達の理性を殺してしまいます。そうすると怒魔が私達にお
そいかかって参ります。 DieBosen haben dann die Gewalt uber uns. J この最後の言葉
は ..CarstenCurator"における次の言葉と会く符号する， .&pち Carstenが結婚した Juliane，
そ してその結果生れた一人息子のために彼が悩まねばならなかった J l1liane を，~のように
回想する。「しかし神様が彼女に与えたものは.美しさではなかった。彼女の自の中 に動いて


















を維持するために静かに諦めねばな らなかった，自分よりも 11才も年下の少女 Dorothea
]ensen の面影が漂っているように，叉その数多い持情詩においても，自己の体験によら~る
ものは一つも書かなかった程，彼はすべてにおいて自己の体験をその詩作の基盤としていたの















弱さを指摘してはいるが -。 (1964. 7. 10) 
※ 
テクスト THEODORSTORMS WERKE， Gesamtausgabe (Cotta) 
主なる重量考文献 FranzStuckert: .，Theodor Storm" (C. Schunemann Verlag) 
その他9
36 
Zwei musikalische Novellen von Theodor Storm. 
Akira Takeda 
Als zwei musikalische Novellen von Th. Storm ncnne ich hier "Ein stiller Musi-
kant" und "Es waren zwei K凸nigskind巴r". Die erstere geh凸rtseincn Mittelwerken 
und die letztere den Spatwerken. Und rnir scheint aus diesen beidell Novellen seille 
Kunstanschauung erfahrcn zu k凸nnen.Namlich il "Ein stiller Musikant" kommt 
die Musik in die Seele des Helden Valentin als Engel sanft und trostreich herab， 
w邑hrendin "Es waren zwei Konigskinder" sic als Teufel hevortritt und den Helden 
Marx zerstort. Seit dem Mittelalter hatte die Musik die Rolle des Engels gespielt， 
aber schon in der Zeit der Spatromantik， wo der alte Storm atmete， war sie nicht 
einfach rein Himmlisches， sond巴rnverIuhrte die Menschen mit ihrer magischen 
Gewalt hin und zwang sie in die H凸lehinunter wie in den Werken von E. T. A. 
Hoffmann. Etwas Aehnliches ahnt mir auch in Storms Novelle Es waren zwei 
Konigskinder und in deren Motive. 
